
７
月
10
日
（
水
）
春
日
部
社
会

保
障
を
よ
く
す
る
会
は
、
埼
玉
県

社
会
保
障
推
進
協
議
会
と
共
に
、

自
治
体
要
請
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
広
報
課
の

進
行
で
、
国
民
健
康
保
険
、
医
療

セ
ン
タ
ー
、
介
護
保
険
，
収
納
管

理
、
高
齢
者
支
援
、
健
康
、
障
が

い
者
支
援
、
保
育
、
子
ど
も
政
策
、

学
校
給
食
、
生
活
支
援
、
福
祉
総

務
の
課
長
等
が
参
加
し
ま
し
た
。

県
の
社
会
保
障
推
進
協
議
会
を

代
表
し
、
春
日
部
年
金
者
組
合
の

矢
部
氏
か
ら
「
春
日
部
市
と
し
て

民
間
委
託
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が

気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
市

民
の
生
の
声
を
し
っ
か
り
聞
い
て

い
た
だ
き
た
い
。
」
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

以
下
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
切
実

な
声
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
国
保
税
〉

第
３
期
方
針
の
ま
ま
、
準
統
一
に

進
む
と
、
所
得
３
０
０
万
円
の
家

族
が
年
間
10
万
円
を
超
え
る
値
上

げ
で
す
。
ま
す
ま
す
払
え
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
市
と
し
て
見
直

し
を
県
に
訴
え
て
ほ
し
い
。

〈障
害
者
医
療
〉

肺
炎
で
医
療
セ
ン
タ
ー
を
受
診
し

た
障
害
者
が
、
行
動
障
害
等
を
理

由
に
入
院
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
医
療
セ
ン
タ
ー
に

〈補
聴
器
購
入
補
助
〉

補
助
実
施
は
、
全
国
で
２
０
２
１

年
36
自
治
体
が
今
年
度
２
７
０
自

治
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
請
願
も

採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
急
の
実

施
を

〈学
校
給
食
費
の
無
償
化
〉

子
ど
も
食
堂
で
お
い
し
そ
う
に
食

べ
る
子
ど
も
た
ち
を
見
て
い
る
と
、

経
済
的
心
配
を
せ
ず
に
給
食
を
食

べ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

実
現
を

〈高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
〉

県
内
19
自
治
体
が
ド
ア
TO
ド
ア
の

デ
マ
ン
ド
交
通
を
実
施
し
近
隣
の

白
岡
や
久
喜
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
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～
２
０
２
４
年
自
治
体
要
請
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
～

医
療
、
介
護
、
障
害
者
福
祉
等
切
実
な
声
を
届
け
て

大
幅
値
上
げ
を
招
く
、
第
３

期
国
保
方
針
の
見
直
し
を

①
県
が
決
め
た
「
第
３
期
国
保
運
営
方
針
」
の
見
直
し
を

②
国
保
税
の
子
ど
も
の
均
等
割
の
免
除
，
ま
た
は
多
子
世
帯
へ
の
免
除
を

③
障
害
者
が
安
心
し
て
、
医
療
セ
ン
タ
ー
で
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

④
第
９
期
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

⑤
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
補
助
制
度
の
早
期
実
施
を

⑥
免
許
返
納
者
等
の
交
通
手
段
の
確
保
を

⑦
福
祉
避
難
所
と
の
情
報
共
有
や
協
議
の
場
を

⑧
小
中
学
校
、
保
育
園
、
幼
稚
園
の
給
食
費
を
無
償
に

⑨
学
童
保
育
支
援
員
を
確
保
し
、
処
遇
の
改
善
を

⑩
国
は
「
生
活
保
護
の
申
請
は
国
民
の
権
利
」
と
明
示
。
市
民
に
周
知
を

切実な声を届ける参加者

主
な
要
望
項
目



２
０
２
１
年
６
月
に
、
春
日

部
市
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

事
業
を
委
託
し
て
い
る
事
業
者

に
対
し
て
過
大
な
委
託
料
を
支

払
っ
て
い
る
と
し
て
、
児
童
ク

ラ
ブ
の
保
護
者
や
市
民
ら
12
名

が
市
に
対
し
て
19
年
～
20
年
の

２
年
間
で
３
４
９
６
万
円
を
事

業
者
に
対
し
て
請
求
す
る
よ
う

市
に
求
め
る
住
民
訴
訟
を
埼
玉

地
裁
に
起
こ
し
ま
し
た
。

今
年
５
月
30
日
、
「
１
，
原

告
ら
の
請
求
を
棄
却
す
る
。
２
，

訴
訟
費
用
は
原
告
ら
の
負
担
と

す
る
」
と
い
う
１
審
判
決
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

は
、
春
日
部
市
が
学
校
ご
と
に

児
童
ク
ラ
ブ
を
整
備
し
て
以
来
、

福
祉
公
社
か
ら
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
先
が
変
わ
り
ま
し
た

が
、
一
貫
し
て
「
公
的
な
」
事

業
者
が
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
か
ら
民
間
事
業

者
を
含
め
た
公
募
に
よ
っ
て
事

業
者
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
は

「
市
が
提
示
し
た
金
額
で
は
支

援
員
が
確
保
で
き
な
い
」
と
撤

退
を
表
明
し
、
２
０
１
９
年
か

ら
２
０
２
３
年
ま
で
の
５
年
間
、

市
内
す
べ
て
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
運
営
が
（
株
）
ト
ラ
イ

グ
ル
ー
プ
に
委
託
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ラ
イ
グ
ル
ー
プ
に
委
託
さ

れ
た
直
後
か
ら
常
勤
支
援
員
の

不
足
、
欠
員
を
め
ぐ
っ
て

19
年
６
月
「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
常
勤
支
援
員
の
欠

員
に
関
す
る
抗
議
文
」

20
年
５
月
「
常
勤
支
援
員
措
置

求
め
住
民
監
査
請
求
」

21
年
３
月

２
度
目
の
住
民
監

査
請
求

と
、
父
母
や
関
係
者
か
ら
繰
り

返
し
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
当
初
、
市
は
「
常
勤

と
い
う
規
定
が
明
確
で
な
い
」

な
ど
ど
、
論
点
を
す
り
替
え
て

ト
ラ
イ
グ
ル
ー
プ
と
の
協
議
で
、

１
日
３
時
間
30
分
以
上
、
週
５

日
以
上
勤
務
す
る
者
が
「
常
勤
」

な
ど
と
常
識
的
に
は
通
用
し
な

い
規
定
で
「
常
勤
支
援
員
は
確

保
で
き
て
い
る
」
と
強
弁
し
て

き
ま
し
た
。

今
回
の
住
民
訴
訟
の
１
審
判

決
は
「
請
求
棄
却
」
で
し
た
が
、

争
点
の
一
つ
に
な
っ
た
「
常
勤

支
援
員
の
確
保
義
務
」
に
つ
い

て
は
「
常
勤
支
援
員
を
確
保
す

る
こ
と
は
義
務
で
あ
り
、
基
本

協
定
上
の
常
勤
支
援
員
確
保
義

務
に
違
反
し
た
と
い
え
る
」
と

い
う
評
価
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
埼
玉
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
「
常
勤
支
援
員
と
は
開
設

時
間
の
す
べ
て
を
勤
務
す
る
者
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
「
３
時

間
30
分
勤
務
で
常
勤
」
と
い
う

規
定
が
通
用
し
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

常
勤
は
不
足
し
て
い
た
が
非

常
勤
や
補
助
員
で
所
定
の
水
準

は
維
持
で
き
た
。
ト
ラ
イ
に
落

ち
度
は
な
く
市
に
損
害
賠
償
請

求
の
理
由
は
な
い
。
と
い
う
の

が
請
求
棄
却
の
理
由
で
す
。

「
常
勤
支
援
員
」
の
専
門
性
・

役
割
・
複
数
配
置
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
控
訴
審
で
明
ら
か
に

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

２０２４年７月２１日（日） 日本共産党発行 週刊 第２５２９号

休
日
の
当
番
医

市立医療センター ℡735-1261(夜間毎日、土･日･祝日)内･外科系 小児救急電話相談 #7119

7/21(日)菊池内科医院(内科系)大場923℡735-0311 関根医院(小児科系)新宿新田226
℡746-7211 原田皮膚科医院(外科系)大衾307-28℡746-7770

7/28(日)内田医院(内科系)上吉妻164℡748-00704 久野医院(小児科系)六軒町204
℡737-1234 武里外科・脳神経外科(外科系)大畑241-2℡736-7516

２
０
１
９
年
か
ら

民
間
事
業
者
に
丸
投
げ

直
後
か
ら
た
び
た
び

支
援
員
欠
員
の
指
摘

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
住
民
訴
訟

「
原
告
の
請
求
棄
却
」
の
一
審
判
決

常
勤
支
援
員
の
専
門
性
と

役
割
、
複
数
配
置
の
必
要
性

14
日
付
１
面
平
和
行
進
に
つ
い
て
の
記
事
中
、
発
言
し
た
団
体
の
う
ち
「
原
水
協
」
は
「
被
爆
者
団
体
協
議
会
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。


